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技
術
力
で
快
適
環
境
創
造

　
　

空
調
衛
生
設
備
工
事
を
通
じ
て

　
　

地
域
の
復
興
・
創
生
に
協
力
い
た
し
ま
す
。
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当
協
会
は
５
月
23
日
、
福
島
市
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
・
エ
ル
テ
ィ
で
第
41
回
通
常
総
会
を

開
い
た
。
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
社
会
的
要
請
に
対
応
。
∥
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
推
進
を
通
じ
、
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
์
ֆ
す
る
と
と
も
に
、
担

い
手
の
確
保
・
定
着
を
図
る
た
め
、
働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
ᘸ
と
す
る
今
年

度
事
業
計
画
を
決
め
た
。
任
期
ᩕ
了
に
ـ
う
役
員
改
選
で
は
大
内
弘
之
会
長
と
有
賀
行
秀
、

古
川
敏
博
両
副
会
を
再
任
。
大
内
体
制
３
期
目
が
始
動
し
た
。

会
員
3�
人
が
出
席
し
た
。

大
内
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
資

ᗉ
価
格
の
高
㎪
や
⨤

納
期

の
遅
延
等
が
企
業
経
営
に
᧾

ࡲ
な
影
響
を
ক
ぼ
す
一
方
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ

っ
て
直
面
す
る
諸
課
題
の
改

善
が
図
ら
れ
た
と
し
、「
引

き
続
き
、
県
当
局
や
県
議
会

に
対
し
て
適
正
価
格
で
の
受

注
、
発
注
の
平
準
化
、
公
共

工
事
に
お
け
る
⍣
続
的
な
予

算
の
確
保
、
入
札
制
度
見
直

し
な
ど
の
要
望
を
行
っ
て
い

く
」
と
強
調
。
今
年
４
月
か

ら
の
建
設
業
へ
の
時
間
外
労

働
上
限
規
制
適
用
な
ど
を
踏

ま
え
、
長
時
間
労
働
の
是
正

や
労
働
環
境
改
善
、
生
産
性

の
向
上
等
に
よ
る
㑁
力
あ
る

建
設
産
業
実
現
に
向
け
て

「
関
連
団
体
と
一
丸
で
取
り

組
む
」
と
力
を
込
め
た
。
担

い
手
の
確
保
・
定
着
の
た
め

「
若
い
֍
代
が
将
来
に
ೕ
や

希
望
を
持
ち
、
生
き
生
き
と

活

で
き
る
安
全
・
安
心
で

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
て
協
力
を
呼
び
掛
け

た
。来

賓
の
渡
邉
佳
文
県
土
木

部
建
築
担
当
次
長
は「
㊰
発
・

ᬌ
ᷱ
化
す
る
自
然
災
害
に
加

え
、
物
価
高
㎪
、
急
ᬌ
な
人

口
ᨕ
少
に
よ
る
担
い
手
不
足

な
ど
、
業
界
を
取
り
ྚ
く
課

題
は
ږ
然
多
い
」
と
し
た
上

で
、「
県
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
。
そ
の
た
め
住
宅
ス

ト
ッ
ク
の
質
と
⼺
の
適
正

化
、
防
災
・
ᨕ
災
対
策
、
県

有
建
築
物
の
㺏
Ｅ
㹷
化
や
木

造
・
木
質
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
建
設
業
の
生
産
性
向

上
、
働
き
方
改
革
推
進
に
努

め
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

前
年
度
の
事
業
報
告
、
ঙ

支
決
算
を
ኳ
認
。
２
０
２
４

年
度
の
事
業
計
画
を
決
め

た
。
今
年
度
は
、
設
備
工
事

業
界
の
一
層
の
地
位
向
上
を

図
り
社
会
貢
献
に
資
す
る
よ

う
、
専
門
業
界
と
し
て
の
⬟

り
を
持
っ
て
「
設
備
の
重
要

性
」「
分
離
発
注
」
を
ア
Ю

ー
ル
す
る
と
と
も
に
、技
術
・

技
能
力
の
向
上
、
施
工
の
Ⱝ

任
、

質
の
保
証
等
を
通
じ

て
経
営
体
質
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
と
し
た
。

低炭素社会つくる

大߰会長ጇ⍤শ┽ό₉会ϐたϣύࢳを誓った⎐会
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重
点
目
標
事
業
は
①
会
員
の
ঙ
ἦ
性
向
上
に
よ
る
経
営
安

定
②
空
調
衛
生
等
設
備
工
事
の
技
術
力
向
上
③
関
係
行
政
機

関
並
び
に
友
好
団
体
と
の
連
携
強
化
④
国
・
県
等
行
政
機
関

並
び
に
議
会
に
対
す
る
、地
元
業
者
活
用
と
分
離
発
注
等
（
地

産
地
ᦹ
）
の
陳
情
、
請
願
⑤
若
年
技
術
者
、
技
能
者
の
確
保

と
育
成
⑥
労
働
安
全
衛
生
の
向
上
を
踏
ま
え
た
環
境
整
備
⑦

協
会
活
動
の

報
宣
伝
ˬ
㹾
Ｔ
化
社
会
へ
の
対
応
˭
社
会
貢

献
な
ど
ˮ
県
立
テ
ク
Ш
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
の
協
力
˯
会
員
の
親

睦
˰
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
ॷ
ෲ
力
災
害
か
ら
の
復
興
・
創

生
支
援
の
協
力
˱
社
会
保
険
加
入
推
進
―
の
13
項
目
を
設

定
。実

Ⳓ
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
空
調
衛
生
設
備
工
事
業
の
重
要
性
と

役
割
を
ア
Ю
ー
ル
し
よ
う
」「
適
正
な
価
格
で
の
受
注
と
直
接

発
注
（
分
離
発
注
）
運
動
を
推
進
し
よ
う
」「
地
球
環
境
保
全
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
積
極
的
に
取
り
組
も

う
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
、
福
島
県
の
復
興
・

創
生
に
会
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
も
う
」
を
決
議
し
た
。

⼸
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技術と信頼で安全
な環境づくり推進

通常総会 ５年ぶり懇親会開催

第
41
回
通
常
総
会
終
了

後
、
渡
邉
佳
文
県
土
木
部
建

築
担
当
次
長
、
佐
藤
義
憲
県

議
会
土
木
委
員
長
、
渡
辺
義

信
自
由
民
主
党
県
支
部
連
合

会
副
会
長
ら
来
賓
と
賛
助
会

員
を
交
え
て
懇
親
会
を
開
い

た
。初

め
に
大
内
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
５
年
ぶ
り
と

な
っ
た
懇
親
会
開
催
と
、
日

ご
ろ
の
協
会
活
動
へ
の
協
力

に
謝
意
を
示
し
た
上
で
「
地

球
環
境
保
全
の
一
翼
を
担
う

も
の
と
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
技
術
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
推
進
し
、
低
炭
素
社

会
の
実
現
に
積
極
的
に
取
り

組
む
」
と
改
め
て
決
意
を
示

し
、「
県
建
設
産
業
団
体
連

合
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
業
界
の
地
位
向
上
を
目

指
し
て
諸
問
題
の
解
決
に
力

を
入
れ
る
」
と
述
べ
た
。

佐
藤
委
員
長
は
祝
辞
で

「
震
災
か
ら
13
年
、
み
な
さ

ん
の
絶
え
間
な
い
努
力
と
支

援
に
よ
り
、
復
興
は
着
実
に

進
ん
で
い
る
。
一
方
、
今
年

１
月
の
能
登
半
島
地
震
で

は
、
社
会
資
本
の
重
要
性
が

改
め
て
認
識
さ
れ
た
」
と
し

て
「
大
規
模
な
自
然
災
害
が

相
次
ぐ
本
県
で
も
、
災
害
時

の
速
や
か
な
イ
ン
フ
ラ
復
旧

に
備
え
る
こ
と
が
重
要
」
と

危
機
感
を
示
し
、
生
活
基
盤

整
備
の
重
要
性
を
強
調
。「
優

れ
た
技
術
力
と
高
い
信
頼
性

を
兼
ね
る
み
な
さ
ん
が
、
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
に
一
丸
と
な
り
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
大
変
心

強
い
。
総
会
を
新
た
な
契
機

に
、
復
興
・
創
生
に
一
層
の

尽
力
を
願
う
」
と
呼
び
掛
け

た
。渡

辺
副
会
長
の
発
声
で
乾

杯
し
、
来
賓
ら
と
和
や
か
に

懇
談
し
た
。

祝辞を述べる佐藤委員長�

県
総
合
設
備
協
会
（
大
槻

博
太
会
長
）
は
６
月
５
日
、

福
島
市
の
杉
妻
会
館
で
県
入

札
制
度
と
県
設
備
工
事
の
働

き
方
改
革
に
関
す
る
研
修
会

を
開
い
た
。

入
札
制
度
は
総
合
評
価
方

式
の
評
価
項
目
や
現
場
代
理

人
の
常
駐
義
務
緩
和
対
象
工

事
、
今
年
度
新
た
に
試
験
導

入
し
た
一
抜
け
・
一
括
審
査

方
式
な
ど
改
正
内
容
の
ポ
イ

ン
ト
を
学
ん
だ
。
働
き
方
改

革
に
関
し
て
は
、県
の
建
築
・

設
備
工
事
に
お
け
る
総
合
試

運
転
調
整
期
間
確
保
や
工
期

設
定
基
準
等
に
つ
い
て
再
確

認
し
た
。

入
札
制
度
の
改
正
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
学
ん
だ
研
修
会

当
協
会
と
県
電
設
業
協
会

（
大
槻
会
長
）
か
ら
80
人
が

受
講
し
た
。
大
槻
会
長
が
あ

い
さ
つ
で
、
４
月
か
ら
建
設

業
に
適
用
さ
れ
た
時
間
外
労

働
時
間
の
上
限
規
制
へ
の
対

応
に
つ
い
て
述
べ
「
関
係
制

度
を
理
解
す
る
こ
と
が
問
題

解
決
の
近
道
に
な
る
」
と
訴

え
た
。

初
め
に
須
田
秀
明
県
総
務

部
入
札
監
理
課
主
幹
が
今
年

度
改
正
し
た
県
入
札
制
度
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。
総

合
評
価
は
「
除
雪
・
維
持
補

修
業
務
の
履
行
実
績
」
を
見

直
し
、
新
た
に
中
位
点
を
設

け
て
評
価
基
準
を
３
段
階
に

改
め
た
。
建
築
、
電
気
・
暖

冷
房
衛
生
設
備
工
事
を
対
象

に
加
え
、
公
共
建
築
物
の
維

持
補
修
業
務
実
績
を
評
価
す

る
よ
う
に
し
た
。

現
場
代
理
人
の
常
駐
義
務

緩
和
は
、
対
象
を
国
等
（
Ｊ

Ｒ
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

等
）
発
注
工
事
ま
で
拡
大
。

一
抜
け
・
一
括
審
査
方
式
は

今
年
度
、
土
木
部
発
注
工
事

（
予
定
価
格
３
０
０
０
０
万

円
以
上
）
で
３
件
程
度
抽
出

し
て
試
験
的
に
実
施
す
る
。

横
田
尚
也
県
土
木
部
技
術

管
理
課
主
査
は
「
県
設
備
工

事
の
働
き
方
改
革
へ
の
対

応
」
を
テ
ー
マ
に
、
建
築
・

設
備
工
事
に
お
け
る
総
合
試

運
転
調
整
期
間
確
保
や
工
期

設
定
基
準
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

県
は
建
築
・
設
備
工
事
で

「
概
成
工
期
」
を
特
記
仕
様

書
で
示
し
て
お
り
、
施
工
時

に
は
監
督
員
の
協
力
・
調
整

の
下
、
総
合
工
程
表
に
関
連

工
事
の
全
受
注
者
が
合
意
し

た
概
成
工
期
を
設
定
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
横
田
主
査

は
、
発
注
時
の
工
期
設
定
は

概
成
工
期
等
を
考
慮
し
て
い

る
が
、
受
注
者
が
工
程
表
で

設
定
し
た
工
期
と
ズ
レ
が
あ

る
場
合
は
受
発
注
者
で
協
議

す
る
よ
う
呼
び
掛
け
た
。

支

部

総

会

県
入
札
制
度
改
正
要
点
学
ぶ

工
期
設
定
の
考
え
方
再
確
認

県総合設備協

【
県
北
】
福
島
市
の
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
・
エ
ル
テ
ィ
で
５

月
17
日
、
第
41
期
通
常
総
会

を
開
き
、
役
員
改
選
で
大
内

弘
之
支
部
長
を
再
選
し
た
。

会
員
21
人
が
出
席
。
大
内

支
部
長
が
「
設
備
団
体
で
連

携
し
、
県
へ
の
地
元
業
者
活

用
の
陳
情
、
分
割
発
注
、
総

合
評
価
方
式
導
入
拡
大
の
要

望
な
ど
、
会
員
企
業
の
業
績

向
上
に
貢
献
で
き
る
活
動
を

し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

①
建
設
設
備
工
事
の
直
接

発
注
（
分
離
発
注
）
の
陳
情

②
技
術
力
向
上
と
経
営
体
質

の
強
化
③
友
好
団
体
と
の
連

携
強
化
④
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
へ

の
積
極
的
な
対
応
⑤
会
員
相

互
の
連
携
と
親
睦
⑥
震
災
復

興
・
創
生
支
援
協
力
⑦
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施

―

な
ど
の
今
年
度
事
業
計
画

を
決
め
た
。

【
県
中
・
県
南
】
郡
山
市

の
郡
山
市
管
工
事
協
同
組
合

会
館
で
５
月
17
日
、
第
41
回

通
常
総
会
を
開
き
、
役
員
改

選
で
根
本
剛
支
部
長
を
再
選

し
た
。

会
員
８
人
が
出
席
。
根
本

支
部
長
が
「
昨
年
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
５
類
移
行
後
に
考
え

て
い
た
懇
親
活
動
の
活
性
化

は
諸
事
情
に
よ
り
実
現
で
き

な
か
っ
た
が
、
意
見
や
情
報

の
交
換
な
ど
、
協
会
入
会
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
す
活
動

を
展
開
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

県
中
建
設
事
務
所
、
県
電

設
業
協
会
と
の
意
見
交
換
会

な
ど
の
前
年
度
事
業
を
確

認
。
①
県
中
・
県
南
建
設
事

務
所
と
の
懇
談
会
の
開
催
②

電
設
業
協
会
各
支
部
、
設
備

設
計
事
務
所
協
会
県
中
・
県

南
支
部
と
の
交
流
・
意
見
交

換
会
の
開
催
③
３
支
部
（
県

北
、
会
津
、
浜
）
交
流
会
の

実
施
④
県
南
支
部
市
町
村
の

分
離
発
注
と
地
元
業
者
発
注

の
要
望
⑤
新
規
会
員
の
入
会

促
進
⑥
災
害
復
旧
協
定
に
基

づ
く
支
援
⑦
各
種
講
習
会
の

開
催
―

な
ど
の
今
年
度
事
業

計
画
を
決
め
た
。

【
い
わ
き
】
い
わ
き
市
平

の
い
わ
き
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
椿
山
荘
で
５
月
17
日
、
第

41
回
通
常
総
会
を
開
き
、
役

員
改
選
で
有
賀
行
秀
支
部
長

を
再
選
し
た
。

会
員
ら
約
10
人
が
出
席
。

有
賀
支
部
長
が
「
各
社
が
抱

え
る
残
業
問
題
や
休
日
確
保

な
ど
働
き
方
改
革
に
関
す
る

課
題
に
つ
い
て
、
解
決
に
向

け
て
情
報
交
換
を
図
る
と
と

も
に
、
支
部
活
動
を
盛
り
上

げ
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
は
①
各

種
災
害
発
生
時
の
復
旧
・
復

興
事
業
へ
の
積
極
参
加
②
関

係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強

化
③
行
政
機
関
、
議
会
に
対

す
る
陳
情
・
請
願
④
支
部
活

動
活
性
化
事
業
（
例
会
、
技

術
研
修
会
、
親
睦
会
）
⑤
行

政
機
関
と
の
技
術
懇
談
会
⑥

空
調
衛
生
等
設
備
工
事
の
技

術
力
向
上
な
ど
。

【
会
津
】
会
津
若
松
市
の

田
事
で
５
月
15
日
、
２
０
２

４
年
度
通
常
総
会
を
開
い

た
。
役
員
改
選
で
鹿
目
寿
支

部
長
を
再
選
し
、
働
き
方
改

革
や
社
会
情
勢
の
変
化
へ
の

対
応
に
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
た
。

会
員
ら
11
人
が
出
席
。
鹿

目
支
部
長
が
「
４
月
に
は
会

津
管
工
事
協
同
組
合
に
協
力

し
、
１
月
に
起
き
た
能
登
半

島
地
震
の
被
災
地
に
飲
料
水

を
送
り
届
け
た
。
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
貢
献
活
動
を

実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。「
業
界
に
は
課
題

が
山
積
し
て
い
る
が
、
支
部

が
発
展
で
き
る
よ
う
強
い
団

結
力
を
示
し
て
い
こ
う
」
と

呼
び
掛
け
た
。

今
年
度
事
業
計
画
は
①
発

注
機
関
へ
の
要
望
・
啓
発
活

動
や
県
議
会
議
員
と
の
意
見

交
換
②
会
津
若
松
・
喜
多
方
・

南
会
津
建
設
事
務
所
や
会
津

大
学
と
の
意
見
交
換
③
積
算

制
度
の
内
容
把
握
に
向
け
た

勉
強
会
な
ど
。

【
相
双
】
福
島
市
の
祭
屋

湯
左
衛
門
で
４
月
16
日
、
２

０
２
４
年
度
総
会
を
開
き
、

役
員
改
選
で
糸
井
和
幸
支
部

長
を
再
選
し
た
。

事
業
計
画
に
①
本
部
事
業

へ
の
積
極
的
な
参
加
②
例
会

の
開
催
③
会
員
拡
大
④
技
術

者
・
作
業
員
の
確
保
⑤
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
―

な
ど
を
挙
げ
た
。
相

双
地
区
の
復
興
創
生
と
社
会

貢
献
の
た
め
経
営
体
質
改
善

と
強
化
を
目
標
に
活
動
す

る
。

業
界
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
意
見
交
換
会

労災防止を誓い、技術向上を図った大会、研修会

皆川係長

遠藤検査員

横田主査

大塚専務

県
総
合
設
備
協
会
は
７
月

８
日
、
郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
今
年
度

安
全
大
会
・
技
術
研
修
会
を

開
い
た
。
現
場
担
当
者
な
ど

１
４
７
人
が
参
加
し
、
労
働

災
害
防
止
へ
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
県
の

工
事
検
査
上
の
ポ
イ
ン
ト
や

工
期
設
定
の
考
え
方
な
ど
を

学
ん
だ
。

当
協
会
の
古
川
敏
弘
技
術

委
員
会
担
当
副
会
長
が
「
現

場
の
労
働
災
害
は
多
種
多
様

化
し
て
い
る
。
大
会
を
契
機

に
労
災
防
止
、
安
全
意
識
定

着
を
図
ろ
う
。
新
た
な
知
識

も
取
り
入
れ
、
技
術
向
上
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

技
術
研
修
会
で
は
、
遠
藤

英
典
県
出
納
局
工
事
検
査
課

主
幹
兼
専
門
工
事
検
査
員
が

２
０
２
３
年
度
の
工
事
検
査

実
績
と
留
意
点
等
を
解
説
し

た
。
工
事
成
績
平
均
点
は

84
・
３
点
で
、
前
年
度
か
ら

１
・
１
点
上
が
っ
て
お
り
、

工
種
別
で
も
設
備
工
事
は
全

体
的
に
上
昇
し
て
い
る
。

横
田
尚
也
県
土
木
部
技
術

管
理
課
主
査
は
、
県
の
工
期

設
定
基
準
の
考
え
方
な
ど
を

説
明
。
工
期
変
更
に
つ
い
て

「
受
発
注
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
。
発
注

者
と
し
て
ワ
ン
デ
ー
レ
ス
ポ

ン
ス
を
心
掛
け
て
い
る
」
と

述
べ
、
受
注
者
側
は
い
つ
ま

で
に
決
裁
が
欲
し
い
か
な

ど
、
遠
慮
せ
ず
に
相
談
し
て

ほ
し
い
と
呼
び
掛
け
た
。

安
全
大
会
で
は
、
皆
川
将

延
福
島
労
働
局
労
働
基
準
部

健
康
安
全
課
安
全
衛
生
係
長

が
「
建
設
業
の
労
働
災
害
防

止
」に
つ
い
て
講
義
。
墜
落
・

転
落
災
害
の
高
止
ま
り
を
踏

ま
え
、
設
備
工
事
で
も
使
う

こ
と
が
多
い
脚
立
作
業
の
注

意
点
な
ど
を
紹
介
し
た
。

当
協
会
の
大
塚
淳
史
大
塚

設
備
専
務
取
締
役
が
安
全
宣

言
し
、
今
年
度
全
国
安
全
衛

生
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
危
険

に
気
付
く
あ
な
た
の
目

そ

し
て
摘
み
取
る
危
険
の
芽

み
ん
な
で
築
く
職
場
の
安

全
」
を
全
員
で
唱
和
し
た
。

工期変更

県
総
合
設
備

協
会
研
修
会

労
災
ゼ
ロ
へ
安
全
大
会
も

受
発
注
者
の
意
思
疎
通
重
要
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南
会
津
建
設
事
務
所
建

築
住
宅
部
長
の
小
野
で

す
。協
会
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
、
本
県
の
営
繕
行
政

の
推
進
に
御
協
力
を
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

私
は
昨
年
４
月
に
南
会

津
建
設
事
務
所
に
着
任

し
、
は
や
い
も
の
で
１
年

以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
は

じ
め
て
の
「
南
会
津
（
雪

国
）
暮
ら
し
」、
十
数
年

ぶ
り
の「
一
人
暮
ら
し（
単

身
赴
任
）」
に
期
待
と
不

安
を
抱
き
な
が
ら
南
会
津

町
で
の
生
活
を
始
め
た
の

で
す
が
、
１
年
間
の
な
か

で
い
ろ
い
ろ
な
発
見
・
経

験
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
南

会
津
の
四
季
と
照
ら
し
て

少
し
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

南
会
津
で
生
活
を
始
め

て
感
じ
た
こ
と
は
、「
山

が
近
く
大
き
い
」、「
夜
が

す
ご
く
静
か
（
鳥
獣
の
鳴

き
声
が
響
き
渡
る
）
で
星

が
き
れ
い
」な
ど
な
ど
…
、

自
然
が
す
ご
く
近
く
に
あ

る
感
じ
で
す
。

春
。
山
々
の
緑
が
と
て

も
鮮
や
か
に
見
え
、
晴
れ

の
日
は
特
に
す
が
す
が
し

く
感
じ
ま
す
。

５
月
に
前
沢
曲
家
集
落

を
訪
ね
ま
し
た
。
集
落
内

に
は
13
棟
の
中
門
造
（
曲

家
）
の
伝
統
的
家
屋
が
あ

り
、
今
も
そ
こ
で
生
活
す

る
人
た
ち
が
い
ま
す
（
畑

仕
事
を
し
て
い
る
方
を
見

か
け
ま
し
た
）。
こ
こ
の

曲
屋
の
特
色
は
、中
門（
曲

屋
の
玄
関
部
）
の
と
こ
ろ

で
農
耕
馬
が
飼
わ
れ
て
い

た
こ
と
で
、
こ
れ
は
馬
を

家
族
同
様
に
大
切
に
し
て

い
た
か
ら
な
の
だ
そ
う
で

す
。語
り
部
の
方
か
ら
は
、

曲
家
で
の
生
活
を
い
ろ
い

ろ
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、「
田
植
え
は
藤
の

花
が
咲
い
て
か
ら
」
と
い

う
生
活
と
自
然
の
関
わ
り

な
ど
も
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。（
今
年
、
藤
の
花

を
見
て
ふ
と
思
い
出
し
ま

し
た
。）

６
月
に
近
づ
く
と
ヒ
グ

ラ
シ
の
よ
う
な
セ
ミ
の
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
こ

の
時
期
に
セ
ミ
の
声
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
ま
り
な

く
、
ま
た
、
ヒ
グ
ラ
シ
は

秋
に
近
づ
く
頃
に
鳴
く
セ

ミ
の
は
ず
。「
何
だ
ろ
う
」

と
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た

ら
「
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
」
の

よ
う
で
す
。
セ
ミ
の
姿
は

見
て
い
ま
せ
ん
が
、
九
州

か
ら
北
海
道
に
分
布
し
、

標
高
の
高
い
山
地
に
生
息

し
て
い
る
と
の
こ
と
な
の

で
、
お
そ
ら
く
そ
う
だ
と

思
わ
れ
ま
す
…
。

夏
。
昨
年
の
南
会
津
の

夏
は
、
や
は
り
例
年
に
な

い
暑
さ
だ
っ
た
そ
う
で

す
。７

月
末
に
「
会
津
田
島

祇
園
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
私
は
残
念
な
が
ら
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
昨
年
は
４
年
ぶ

り
の
通
常
開
催
で
大
変
賑

わ
っ
た
よ
う
で
す
。
職
場

で
は
「
で
し
ゃ
ば
り
隊
」

の
皆
さ
ん
が
、
七
行
器
行

列
で
の
運
行
整
理
な
ど
裏

方
と
し
て
お
手
伝
い
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は

京
都
祇
園
、中
の
津
島（
愛

知
）
と
並
ぶ
日
本
三
大
祇

園
祭
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

て
お
り
、
開
催
の
ず
い
ぶ

ん
前
か
ら
町
中
の
至
る
所

に
ポ
ス
タ
ー
が
貼
り
出
さ

れ
、
地
元
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
も
特
別
な
日
な
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

秋
。
昨
年
の
秋
は
と
て

も
短
く
、
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。仕

事
の
関
係
（
木
道
整

備
の
検
査
）
で
、で
す
が
、

10
月
に
会
津
駒
ヶ
岳
、
燧

ヶ
岳
、
三
条
の
滝
に
行
き

ま
し
た
。
ま
も
な
く
山
小

屋
が
閉
め
ら
れ
る
と
い
う

時
期
で
、道
中
（
片
道
１
・

５
～
２
・
５
時
間
）、
紅

葉
狩
り
気
分
を
少
し
味
わ

え
た
も
の
の
、
登
山
経
験

が
ほ
と
ん
ど
な
い
私
に
は

超
ハ
ー
ド
な
山
登
り
と
な

り
ま
し
た
。
な
か
で
も
印

象
に
残
っ
た
の
は
、（
山

頂
ま
で
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
）
燧
ヶ
岳
で
す
。
御
池

登
山
口
か
ら
し
ば
ら
く
行

く
と
、
い
き
な
り
岩
が
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
た
急
勾
配
の
沢

筋
を
登
る
こ
と
に
…
。
し

か
も
雨
が
降
っ
た
後
で
足

下
は
悪
く
、
登
り
始
め
て

15
分
も
す
る
と
完
全
に
息

が
切
れ
、
足
は
乳
酸
が
た

ま
っ
て
パ
ン
パ
ン
に
な

り
、
心
は
折
れ
か
け
、
そ

の
後
途
中
何
度
も
休
憩
し

て
、
な
ん
と
か
１
時
間
30

分
ほ
ど
で
目
的
地
に
た
ど

り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、下
る
と
き
は
、

滑
り
そ
う
な
岩
に
ふ
ら
つ

く
足
を
置
く
こ
と
の
恐
怖

と
の
戦
い
で
、「
も
し
ズ

ル
ッ
と
い
っ
た
ら
相
当
下

ま
で
転
げ
落
ち
、
そ
の
と

き
は
命
の
保
証
は
な
い

な
」
な
ん
て
思
い
な
が
ら

歩
き
続
け
、
登
山
口
に
戻

っ
て
き
た
と
き
は
、
も
う

ぐ
っ
た
り
で
し
た
。一
方
、

同
行
し
て
も
ら
っ
た
地
元

業
者
の
お
二
人
は
「
い
い

汗
か
い
た
ぁ
」
く
ら
い
の

感
じ
で
平
然
と
し
て
い

て
、
ち
ょ
っ
と
憧
れ
を
感

じ
ま
し
た
。

冬
。
昨
年
は
11
月
末
に

初
雪
が
降
り
、
近
く
の

山
々
が
白
く
な
っ
て
と
て

も
き
れ
い
で
し
た
。

南
会
津
町
は
気
温
が
と

て
も
低
く
、
断
熱
性
が
あ

ま
り
な
い
私
の
ア
パ
ー
ト

の
台
所
な
ど
は
暖
房
し
て

い
な
い
の
で
極
寒
で
す
。

部
屋
着
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

羽
織
ら
な
い
と
寒
さ
に
耐

え
ら
れ
ま
せ
ん
。豪
雪
地
・

南
会
津
の
冬
の
生
活
は
と

て
も
不
安
で
し
た
が
、
昨

年
は
暖
冬
の
影
響
で
あ
ま

り
雪
が
降
ら
ず
助
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
１
日

で
１
㍍
く
ら
い
と
か
、
一

晩
で
30
～
40
㌢
と
か
降
っ

た
日
が
あ
り
、
雪
国
ら
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
何
度

か
早
朝
に
ア
パ
ー
ト
の
駐

車
場
の
雪
か
き
を
し
ま
し

た
が
、
雪
質
が
す
ご
く
サ

ラ
サ
ラ
し
て
い
て
感
動
し

ま
し
た
。

…
あ
ら
た
め
て
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
南
会
津
の

四
季
は
と
て
も
豊
か
だ
と

思
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ア
派

の
私
は
、
山
登
り
や
ス
キ

ー
な
ど
は
や
り
ま
せ
ん

が
、
日
常
の
風
景
か
ら
で

も
、
そ
れ
を
感
じ
ま
す
。

普
段
あ
ま
り
写
真
を
撮
る

こ
と
が
な
い
の
に
、
ふ
と

「
い
い
な
あ
」
と
感
じ
た

景
色
を
ス
マ
ホ
で
撮
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
一
人
暮

ら
し
は
気
楽
な
反
面
、
や

は
り
さ
み
し
さ
も
あ
り
、

静
寂
の
夜
に
「
ぼ
っ
ち
」

と
感
じ
る
と
き
も
と
き
ど

き
あ
り
ま
す
が
、
自
然
の

四
季
を
感
じ
な
が
ら
生
活

す
る
趣
を
私
な
り
に
楽
し

め
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
管
内
の
町
村

に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

南
会
津
町
の
ま
ち
な
か

に
は
、
週
末
開
放
さ
れ
る

屋
台
小
屋
や
歴
史
的
な
石

造
り
の
建
物
が
あ
り
ま

す
。
３
月
に
開
通
し
た
下

郷
町
の
小
沼
崎
バ
イ
パ
ス

に
は
、
阿
賀
川
に
架
か
る

全
長
約
３
５
０
㍍
の
下
郷

大
橋
が
あ
り
ま
す
。
只
見

町
の
マ
ト
ン
は
、
羊
肉
が

苦
手
な
方
で
も
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
檜
枝
岐
村
の
温
泉
は

地
元
の
方
も
お
す
す
め
で

す
。皆

様
、
是
非
、
南
会
津

を
訪
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
体

感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

南
会
津
で
の
１
年

～
四
季
を
振
り
返
っ
て
～

県
南
会
津
建
設
事
務
所

建
築
住
宅
部
長

小
野

裕
樹

東
北
地
方
整
備
局
営
繕
部

と
当
協
会
、
県
電
設
業
協
会

の
今
年
度
意
見
交
換
会
＝
写

真
＝
は
４
月
25
日
、
福
島
市

の
県
電
設
会
館
で
開
い
た
。

今
年
４
月
に
適
用
さ
れ
た
建

設
業
に
お
け
る
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
に
対
す
る
両
協

会
の
取
り
組
み
、
課
題
な
ど

に
つ
い
て
情
報
共
有
。
営
繕

部
に
お
け
る
「
概
成
工
期
」

の
運
用
状
況
に
つ
い
て
確
認

し
た
。

当
協
会
か
ら
大
内
弘
之
会

長
、
有
賀
行
秀
、
古
川
敏
博

両
副
会
長
、柾
屋
和
久
理
事
、

海
川
正
美
専
務
理
事
、
県
電

設
協
か
ら
大
槻
博
太
会
長
、

永
井
博
、
丹
野
勇
治
両
副
会

長
、
車
田
昭
、
渡
部
昌
彦
、

佐
藤
春
幸
各
理
事
、
野
内
忠

宏
専
務
理
事
ら
、
同
部
か
ら

斉
藤
隆
一
設
備
技
術
対
策

官
、
工
藤
浩
幸
保
全
指
導
・

監
督
室
長
、
堀
正
之
、
加
藤

政
昭
両
整
備
課
長
補
佐
が
出

席
し
た
。

斉
藤
対
策
官
が
「
４
年
ぶ

り
の
対
面
開
催
。
現
状
や
課

題
を
共
有
し
、
円
滑
な
事
業

実
施
に
つ
な
げ
た
い
」、
大

内
会
長
は
「
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
は
業
界
に
と
っ
て

大
き
な
課
題
だ
が
、
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
、
改
革
に
つ
な
げ

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

東
北
地
整
は
、
今
年
度
か

ら
の
発
注
者
指
定
型
（
本
官

契
約
案
件
）、
受
注
者
希
望

型
（
分
任
官
案
件
）
に
よ
る

「
月
単
位
」
の
週
休
２
日
確

保
推
進
な
ど
働
き
方
改
革
へ

の
取
り
組
み
を
紹
介
。
両
協

会
は
特
記
仕
様
書
で
定
め
る

「
概
成
工
期
」
に
つ
い
て
、

総
合
試
運
転
調
整
期
間
が
十

分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場

合
が
あ
る
現
状
を
訴
え
、
設

定
の
基
準
や
考
え
方
を
尋
ね

た
。
東
北
地
整
は
規
模
や
用

途
な
ど
、
実
態
に
合
わ
せ
て

運
用
し
て
い
る
と
し
た
上

で
、
中
規
模
程
度
の
建
物
は

お
お
よ
そ
３
週
間
～
１
カ

月
、
多
く
の
設
備
導
入
が
見

込
ま
れ
る
研
究
施
設
等
は
２

～
３
カ
月
程
度
み
て
い
る
と

回
答
。
引
き
続
き
、
適
切
な

設
定
に
努
め
る
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
両
協
会
は
週
休

２
日
制
の
課
題
と
し
て
、
発

注
者
や
元
請
に
左
右
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
点
を
指
摘
。

恒
常
的
な
人
手
不
足
も
あ

り
、
全
体
工
程
の
遅
れ
が
生

じ
た
場
合
、
時
間
外
労
働
の

代
休
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る

現
状
な
ど
を
報
告
し
た
。

設計内容整合で
チェックの場提案

県土木部に課題対応要望

県
土
木
部
と
県
総
合
設
備

協
会
は
１
月
18
日
、
福
島
市

の
杉
妻
会
館
で
２
０
２
３
年

度
意
見
交
換
会
を
開
い
た
。

22
年
度
に
続
く
２
回
目
の
開

催
。
当
協
会
な
ど
構
成
３
団

体
で
整
理
し
た
設
備
工
事
の

「
設
計
か
ら
施
工
に
至
る
課

題
」
に
つ
い
て
、
県
に
対
応

を
要
望
し
た
。
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
適
用
を
踏
ま
え

た
働
き
方
改
革
な
ど
に
つ
い

て
も
話
し
合
い
、
県
内
設
備

業
界
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
認
識
を
共
有
し
た
。

県
か
ら
土
木
部
の
青
木
隆

直
企
画
技
術
担
当
次
長
、
渡

邉
佳
文
建
築
担
当
次
長
、
中

村
一
彦
技
術
管
理
課
長
、
星


男
建
設
産
業
室
長
、
佐
瀬

守
昭
営
繕
課
長
ら
と
加
藤
英

和
総
務
部
入
札
監
理
課
長
、

総
合
設
備
協
会
か
ら
大
槻
博

太
会
長
、
副
会
長
の
大
内
弘

之
当
協
会
長
、
小
柳
浩
県
設

備
設
計
事
務
所
協
会
長
、
３

団
体
の
副
会
長
、
理
事
が
出

席
し
た
。

青
木
次
長
が
「
担
い
手
の

確
保
・
育
成
や
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
へ
の
対
応
に
向

働
き
方
改
革
関
係
で
は
、

建
築
と
電
気
・
機
械
設
備
が

同
じ
工
期
で
発
注
さ
れ
る
工

事
で
、
建
築
工
事
等
の
遅
れ

や
工
事
全
体
工
程
の
調
整
不

足
な
ど
を
要
因
に
、
設
備
工

事
の
作
業
期
間
が
確
保
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
指

摘
。
２
０
２
４
年
問
題
を
踏

ま
え
、
適
切
な
工
期
設
定
と

と
も
に
、
特
記
仕
様
書
に
規

定
さ
れ
て
い
る
設
備
工
事
の

総
合
試
運
転
調
整
期
間
が
確

実
に
確
保
で
き
る
よ
う
、
県

監
督
員
に
よ
る
着
実
な
工
程

管
理
等
と
建
設
関
係
団
体
へ

の
周
知
を
求
め
た
。

入
札
制
度
に
関
し
て
は
、

地
域
の
守
り
手
育
成
型
方
式

（
指
名
競
争
）
を
土
木
・
農

林
水
産
以
外
の
部
局
で
運
用

す
る
よ
う
要
望
。
維
持
管
理

を
担
う
企
業
等
へ
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
導
入
し
た
入
札

方
式
の
検
討
な
ど
を
訴
え

た
。

業
界
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
意
見
交
換
会

け
、
業
界
と
連
携
し
て
業
務

の
効
率
化
等
を
図
り
、
活
力

あ
る
産
業
と
し
て
持
続
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

総
合
設
備
協
会
が
３
テ
ー

マ
16
項
目
の
意
見
・
要
望
を

行
い
、
県
が
回
答
す
る
形
で

意
見
を
交
わ
し
た
。

設
計
～
施
工
の
課
題
に
は

①
建
築
・
電
気
・
機
械
の
図

面
不
整
合
等
②
既
存
建
築
物

や
設
備
機
器
系
統
の
調
査
不

足
等
③
設
計
書
の
積
算
漏
れ

等
④
予
算
段
階
の
課
題
⑤
そ

の
他
（
設
備
設
計
事
務
所
協

会
要
望
）
を
挙
げ
た
。

こ
の
う
ち
改
善
策
と
し

て
、
図
面
不
整
合
で
は
発
注

者
主
導
に
よ
る
設
計
内
容

（
３
工
種
）
の
整
合
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
場
の
設
置
な
ど
を

要
望
。
調
査
不
足
に
つ
い
て

は
、
当
初
・
変
更
設
計
や
施

工
な
ど
各
段
階
で
必
要
と
な

る
調
査
の
適
切
な
費
用
計
上

を
要
請
し
た
ほ
か
、
県
有
施

設
の
既
存
設
計
・
施
工
デ
ー

タ
を
保
存
す
る
ル
ー
ル
づ
く

り
を
提
案
し
た
。

設
備
工
事
の
課
題
共
有

東
北
地
整
と

意

見

交

換

「
概
成
工
期
」運
用
状
況
も

時間外労働

県
総
合
設
備
協

調
整
期
間
確
保
確
実
に

指
名
入
札
運
用
拡
大
も
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⾁木΄ჟ

６
年
前
の
２
月
に
ߟ
ッ

橋
設
備
љ
に
入
社
し
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期

は
ࠨ
結
修
理
で
大
შ
し
で

し
た
。
私
の
実
家
も
ࠨ
結

し
、「
水
道
屋
が
ࠨ
結
さ

せ
ち
ゃ
っ
て
る
㹖
」
と
↵

わ
れ
る
始
末
で
し
た
が
、

今
思
い
返
す
と
ቁ
か
し
い

思
い
出
で
す
。

当
時
は
業
界
ᖰ
経
験
で

右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
表

情
も
声
も
‑

か
っ
た
で

す
。
数
カ
月

後
に
は
電
話

対
応
の
業
務

も
任
さ
れ
る

よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
最
初
は
全
て

が
ਃ
文
の
よ
う
に
聞
こ
え

ま
し
た
。
今
で
も
た
ま
に

そ
う
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
（
↵
）、

っ
た

時
は
い
つ
も
社
内
の
⬾
か

が
親
身
に
な
っ
て
助
け
て

く
れ
る
の
で
、
と
て
も
心

強
い
で
す
。
職
場
の
皆
様

の
あ
た
た
か
い
サ
ポ
ー
ト

の
お
か
げ
で
、
↵
㋀
を
ყ

れ
ず
、
明
る
く
接
ะ
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。最

近
は
ホ
ー
к
д
ー
ジ

の
ブ
ロ
グ
を
書
く
こ
と
も

始
め
ま
し
た
。
現
場
に
出

向
い
て
工
事
の
進
ጻ
や
、

完
成
し
た
場
所
を
見
学
す

る
機
会
が
౹
え
、
優
し
い

߅
ⶊ
方
が
შ
し
い
中
で

も
、
時
間
を
割
い
て
պ


に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
初

め
て
足
場
に
登
っ
た
り
、

地
下
Ю
ッ
ト
に
入
っ
た
り

ま
し
た
が
、
今
ま
で
見
た

こ
と
の
な
い
設
備
の
景
色

が

が
っ
て
い
ま
し
た
。

知
識
が
少
な
い
ᑣ
、「
す

ご
い
㹖
」
の
一
言
し
か
で

て
こ
な
い
の
で
す
が
、
今

後
は
も
っ
と
勉
強
し
て
、

見
学
し
て
き
た
こ
と
を
わ

か
り
や
す
く
、
そ
し
て
現

場
の
皆
様
の
熱
い
ᆥ
い
を

ブ
ロ
グ
で
伝
え
ら
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

初
体
験
は
仕
事
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
大
き
な
〼

で
☼
ᯚ
を
作
っ
た
り
、
お

ะ
様
か
ら
い
た
だ
い
た
わ

ら
び
の
あ
く
抜
き
を
し
て

み
た
り
と
、
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た
イ
г
ン
ト
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
ᢷ
日
楽
し

く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
新
し

い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
や
経

験
す
る
こ
と
は
楽
し
く
、

わ
く
わ
く
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を

ყ
れ
ず
、
お
ะ
様
や
職
場

の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
、
さ
ら
に
㊓
ၮ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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会
津
若
松
市
の
２
０
２
４

年
度
優
☩
建
設
工
事
を
、
当

協
会
会
員
の
興
ᙇ
設
備
が
施

工
し
た
ః
前
団
地
更
新
住
宅

第
４
棟
⍃
፡
水
衛
生
設
備
工

事（
㙓
藤
⌅
一
現
場
代
理
人
）

が
受
ⱖ
し
た
。

昨
年
度
↗
工
し
た
請
Ⱔ
⼼

㊺
５
０
０
万
円
以
上
の
工
事

１
２
１
件
の
う
ち
、
工
事
成

績
評
定
80
点
以
上
の
11
件
か

ら
５
部
門
５
工
事
が
選
ば
れ

た
。７

月
㹮
日
、
同
市
の
ᖖ
津

Å
古
థ
で
表
႙
式
＝
写
真
＝

が
行
わ
れ
、室
井
市
長
が「
社

会
情
勢
等
の
変
化
や
気
ۮ
変

動
の
影
響
に
よ
り
、
多
種
多

様
な
対
応
が
必
要
な
中
で
も

速
や
か
に
施
工
し
て
い
た
だ

い
た
。
市
民
生
活
の
向
上
に

向
け
、
今
後
も
協
力
を
願
い

た
い
」
と
受
ⱖ
各
社
を
た
た

え
、
代
表
者
ら
に
表
႙
状
と

記
念
の
Ὀ
を
手
渡
し
た
。

建
設
産
業
の
社
会
的
地
位

向
上
等
に
ࢵ
績
の
あ
っ
た
県

建
設
産
業
団
体
連
合
会
（
建

産
連
）
会
員
団
体
の
役
員
と

し
て
、
当
協
会
か
ら
理
事
の

柾
屋
和
久
ᣗ
（
ア
ク
ー
ズ
会

津
）
が
会
長
表
႙
（
団
体
会

員
の
部
）
を
受
ⱖ
し
た
。

て
当
協
会
の
事
業

発
展
に
貢
献
し
て

い
る
。

６
月
14
日
に
福
島
市
の
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
で
開

か
れ
た
建
産
連
の
第
40
回
通

常
総
会
の
席
上
、
ፚ
ֆ
さ
れ

た
。柾

屋
ᣗ
は
こ
れ
ま
で
、


報
委
員
、
経
営
委
員
長
を
歴

任
。
協
会
活
動
の
対
外
的


報
や
会
員
企
業
経
営
安
定
化

の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た

ほ
か
、
２
０
１
６
年
か
ら
は

会
津
支
部
選
出
の
理
事
と
し

㼐
㹩
ᖙ
㼑

͏
４
日

新
年
度
ጚ
ጁ
回
り

（
大
内
会
長
、
海
川
専
務
）

県


͏
10
日

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
２
０
２
３
年
度
第

㹮
回
理
事
会
（
大
内
会
長
）

ู
ః
県
管
工
事
会
館

͏
18
日

ث
藤
隆
之
ℍ
理
ರ

に
よ
る
決
算
監
査
指
導
（
海

川
専
務
、
根
本
事
務
員
）
協

会
事
務
所

͏
18
日

２
０
２
４
年
度
県

立
テ
ク
Ш
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

入
学
式
（
会
津
支
部
）
テ
ク

Ш
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
体
育
館

͏
22
日

２
０
２
３
年
度
決

算
監
査
会
（
監
事
、
会
長
、

会
計
理
事
、
事
務
局
）
協
会

会
議
室

͏
22
日

２
０
２
４
年
度
第

１
回
役
員
会
・
理
事
会
（
大

内
会
長
、
ほ
か
役
員
）
協
会

会
議
室

͏
25
日

東
北
地
方
整
備
局

と
の
意
見
交
換
会
（
正
副
会

長
、
支
部
長
ほ
か
）
県
電
設

業
協
会
会
議
室

㼐
㹪
ᖙ
㼑

͏
13
日

Ｎ
㺅
Ｏ
Ⴧ
環
社
会

推
進
セ
ン
タ
ー
２
０
２
４
年

度
第
１
回
役
員
会
（
大
内
会

長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

͏
14
日

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
47
回
理
事
会
（
大

内
会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

͏
23
日

２
０
２
４
年
度
正

副
会
長
・
支
部
長
・
議
長
会

議
（
正
副
会
長
、
支
部
長
、

議
長
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル

テ
ィ

͏
23
日

県
空
調
衛
生
工
事

業
協
会
第
41
回
通
常
総
会

（
会
員
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ

ル
テ
ィ

͏
23
日

２
０
２
４
年
度
第

２
回
役
員
会
・
理
事
会
（
新

役
員
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル

テ
ィ

͏
24
日

県
建
設
業
協
会
第

12
回
定
時
社
員
総
会
（
有
賀

副
会
長
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ

ル
テ
ィ

͏
27
日

第
40
回
県
建
築
文

化
ⱖ
合
同
会
議（
海
川
専
務
）

県


͏
27
日

県
フ
ロ
ン
回
ঙ
事

業
協
会
第
20
回
通
常
総
会

（
海
川
専
務
）
ホ
テ
ル
福
島

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

͏
28
日

県
電
設
業
協
会
第

74
回
通
常
総
会
懇
親
会
（
大

内
会
長
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ

ル
テ
ィ

͏
30
日

県
建
築
設
計
協
同

組
合
第
59
回
通
常
総
会
懇
親

会
（
大
内
会
長
）
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
エ
ル
テ
ィ

͏
31
日

Ｎ
㺅
Ｏ
Ⴧ
環
型
社

会
推
進
セ
ン
タ
ー
第
22
回
通

常
総
会
（
大
内
会
長
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

͏
31
日

Ｎ
㺅
Ｏ
Ⴧ
環
型
社

会
推
進
セ
ン
タ
ー
記
念
講
᪦

会
（
大
内
会
長
、
会
員
）
県

建
設
セ
ン
タ
ー

͏
31
日

県
建
築
ರ
事
務
所

協
会
第
12
回
定
時
総
会
懇
親

会
（
大
内
会
長
）
ホ
テ
ル
福

島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

㼐
㹫
ᖙ
㼑

͏
５
日

２
０
２
４
年
度
入

札
制
度
研
修
会
（
会
員
）
杉

妻
会
館

͏
７
日

県
設
備
設
計
事
務

所
協
会
第
44
回
総
会
懇
親
会

（
有
賀
副
会
長
）
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
エ
ル
テ
ィ

͏
10
日

２
０
２
４
年
度
第

１
回
技
術
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
委
員
）
協
会
会
議
室

͏
12
日

２
０
２
４
年
度
第

１
回

報
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
委
員
）
協
会
会
議
室

͏
13
日

２
０
２
４
年
度
第

１
回
経
営
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
委
員
）
協
会
会
議
室

͏
13
日

２
０
２
４
年
度
第

１
回
総
務
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
委
員
）
協
会
会
議
室

͏
14
日

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
40
回
通
常
総
会

（
有
賀
副
会
長
、
海
川
専
務
）

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

͏
14
日

県
建
築
ರ
会
第
74

回
通
常
総
会
表
႙
式
（
根
本

県
中
・
県
南
支
部
長
）
た
ま

が
わ
文
化
体
育
館

͏
14
日

県
ᦘ
化
ព
協
会
第

12
回
定
時
総
会
懇
親
会
（
海

川
専
務
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ

ル
テ
ィ

͏
21
日

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
２
０
２
４
年
度
第
１

回
参
ֆ
会
（
海
川
専
務
）
県

建
設
セ
ン
タ
ー

㼐
㹬
ᖙ
㼑

͏
１
日

ふ
く
し
ま
地
区
管

友
会
第
58
期
定
時
総
会
懇
親

会
（
海
川
専
務
）
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
エ
ル
テ
ィ

͏
５
日

２
０
２
４
年
度
第

３
回
役
員
会
・
理
事
会
（
大

内
会
長
、
ほ
か
役
員
）
ホ
テ

ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

͏
８
日

２
０
２
４
年
度
県

総
合
設
備
協
会
安
全
大
会
・

技
術
研
修
会
（
会
員
、
担
当

副
会
長
、
技
術
委
員
）
ビ
ッ

グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

昨
日
、
古
い
友
人
と
話
題

な
っ
た
件
で
家
づ
く
り
の
時

に
よ
く
聞
く
フ
レ
ー
ズ
に

「
地
ぼ
祭
」
が
あ
る
。「
じ
ち

ん
さ
い
」
と
⬻
む
ほ
か
「
と

こ
し
づ
め
の
ま
つ
り
」
と
⬻

む
こ
と
も
あ
る
。
工
事
の
安

全
と
᮲
事
完
成
を
お
ₑ
り
す

る
ގ
式
で
、「
ぼ
」
と
い
う

᪭

が
「
し
ず
め
る
」「
落

ち
着
か
せ
る
」
と
い
う
意
味

を
持
つ
通
り
、
こ
れ
か
ら
工

事
を
始
め
る
こ
と
を
土
地
の

₢
様
に
ኳ
⭶
し
て
も
ら
う
意

味
も
持
つ
と
い
わ
れ
て
い

る
。古
く
か
ら
あ
る
ގ
式
で
、

そ
の
歴
史
は
、
ࡡ
っ
て
い
る

だ
け
で
㋯
鳥
時
代
に
⹏
る
ら

し
い
。当
時
か
ら
日
本
に
は
、

そ
れ
π
れ
の
土
地
に
は
₢
様

が
い
る
と
い
う
考
え
が
あ

り
、
信
ؚ
し
て
き
た
。
そ
の

⋋
₢
を
受
け
⍣
ぎ
、
建
設
を

始
め
る
前
に
地
ぼ
祭
を
行
っ

て
い
る
。

㐻
門
に
限
ら
ず
ގ
式
や
Ќ

ン
担
ぎ
は
施
主
が
「
そ
う
い

う
こ
と
は
気
に
し
な
い
か
ら

自
由
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
で
も
言
わ
な
い
限
り
、「
配

慮
し
て
当
た
り
前
」
と
思
わ

れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

「
古
井
ኃ
は
ࣧ
手
に
ఁ
め

る
な
」
の
格
言
は
、
施
工
業

者
が
ㅲ
る
施
主
や
地
域
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

を
ቩ
め
る
も
の
だ
。
そ
の
ほ

か
塚
、
₤
、
᮲
⎳

な
ど
は
、

地
域
Ს
特
の
文
化
の
中
で
何

か
し
ら
の
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
十
分
に
注
意
し
て
取
り

ኪ
う
べ
き
で
あ
る
。

施
工
現
場
に
こ
う
し
た
も

の
が
あ
る
と
き
は
、「
地
域

の
古
⒟
や
代
表
者
と
話
し
て

了
ኳ
を
Ⴚ
る
」、「
必
要
が
あ

れ
ば
地
域
の
習
わ
し
に
の
っ

と
り
ڕ
㌎
な
ど
を
行
う
」
と

い
う
պ

な
手
㊊
を
踏
ん
で

対
応
し
た
い
。

施
工
業
者
と
い
う
も
の
は

施
工
以
外
の
振
る
◷
い
も
আ

し
く
見
ら
れ
て
い
る
。
ご
高

㙣
の
方
が
多
い
地
域
で
は
、

そ
う
い
う
部
分
で
会
社
の
レ

г
ル
が
す
ぐ
に
知
ら
れ
て
し

ま
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

格
言
や
言
い
伝
え
と
し
て

残
っ
て
い
る
も
の
、
生
活
の

中
に
根
付
い
て
い
る
も
の
、

そ
の
現
れ
方
は
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
施
工
業
は
土
地
と
そ
こ

に
住
む
人
た
ち
と
᧾
く
関
わ

る
業
界
だ
。「
自
分
は
ⷺ
信

を
気
に
し
な
い
」
と

⪆
せ

ず
、「
文
化
」と
し
て
理
解
し
、

最
大
限
の
配
慮
を
ყ
れ
な
い

よ
う
に
心
に
留
め
て
お
き
た

い
。

РクϼЅ会ᦁߚฃࣩᷴㆺ
　喜多方市にある県立テクノアカデミー会津の電
気配管設備科は、建築設備（電気設備技術、給排
水設備技術、冷凍空調技術）について2年間の総
合的な教育訓練を行っており、若手技術者の人材
育成に努めています。
　2025年度生の入学試験日程は、推薦入学試験（学
校推薦型選抜）が10月4日（出願期間は9月17日か
ら9月27日）、推薦入学試験（総合型選抜）が11月
6日（出願期間は10月21日から10月29日）、一般入
学試験は12月13日（出願期間は11月27日から12月
6日）です。なお、推薦入学試験（総合型選抜）
から社会人の出願が可能です。詳細は本校までお
問い合わせください。県立テクノアカデミー会津

（入試担当）☎0241（27）3221。ホームページア
ドレス　https://www.tc―aizu.ac.jp/
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